
☆
昭
和
五
十
四
年
度

◎
学
内
研
究
会

学
内
の
月
例
研
究
会
は
、
本
年
度
も
実
施
さ
れ
、
各
研
究
者
の

発
表
が
次
の
通
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
研
究
会
に
対
し

先
き
に
本
学
園
の
灘
上
恵
教
同
窓
会
庵
長
が
、
資
金
を
寄
せ
ら
れ

て
、
大
い
に
成
果
を
挙
げ
て
ほ
し
い
と
の
援
助
を
受
け
た
が
、
此

の
程
開
か
れ
た
同
窓
会
全
国
総
会
の
折
り
に
、
更
に
追
加
の
資
金

を
寄
せ
ら
れ
、
合
計
五
十
万
円
と
な
っ
た
。
謹
ん
で
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
共
に
、
研
究
会
一
同
こ
の
厚
志
に
答
え
る
べ
く
、
学
術

研
究
を
一
層
盛
ん
に
し
て
、
成
果
を
挙
げ
て
行
く
所
存
で
あ
る
。

（
上
田
）

Ｏ
第
二
十
九
回
’
五
月
九
日

本
尊
勧
請
儀
式
に
つ
い
て

上
田
本
昌

※
宗
祖
が
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
た
本
尊
と
、
現
今
の
日
蓮
門

下
に
お
け
る
本
尊
勧
請
の
各
様
式
に
つ
い
て
論
じ
た
。

○
第
三
十
回
’
六
月
二
十
日

学
園
彙
報

御
成
敗
式
目
に
つ
い
て

中
里
悠
光

※
宗
祖
の
法
難
と
深
い
関
係
を
も
っ
た
御
成
敗
式
目
（
貞
永

式
目
）
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
・
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

○
第
三
十
一
回
’
七
月
六
日

法
華
曼
茶
羅
考
序
説

里
見
泰
穏

※
「
本
尊
論
資
料
」
を
中
心
と
し
て
、
「
覚
禅
紗
」
（
真
言

宗
）
の
中
に
出
て
く
る
曼
茶
羅
に
つ
い
て
論
を
進
め
た
。

○
第
三
十
二
回
’
九
月
七
日

言
語
と
思
考
に
つ
い
て

大
森
孝

※
言
語
と
本
質
・
現
実
・
生
存
・
経
験
に
つ
い
て
論
じ
た
。

○
第
三
十
三
回
’
十
月
五
日

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
修
道
院
訪
問
と
霊
性
の
交
流

町
田
是
正

※
西
独
の
ザ
ン
ト
・
オ
ッ
テ
リ
ァ
ン
を
中
心
に
、
修
道
院
で

キ
リ
ス
ト
教
の
研
修
を
し
て
来
た
報
告
が
あ
っ
た
。

○
第
三
十
四
回
’
十
一
月
九
日

法
蔵
研
究
ノ
ー
ト

秋
葉
真
敬
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※
華
厳
五
教
章
の
法
蔵
に
つ
い
て
、
社
会
史
的
背
景
か
ら
、

法
蔵
の
思
想
的
系
譜
を
さ
ぐ
っ
た
。

○
第
三
十
五
回
’
十
二
月
五
日

即
身
成
仏
論
の
展
開

桑
名
貫
正

※
即
身
成
仏
に
つ
い
て
、
受
持
成
仏
（
身
）
、
唱
題
成
仏

（
口
）
、
信
心
成
仏
（
意
）
の
面
を
考
え
、
六
即
と
の
関

連
に
つ
い
て
論
じ
た
。

○
第
三
十
六
回
ｌ
昭
和
五
十
五
年
二
月
五
日

中
論
観
因
縁
品
の
訳
語
に
つ
い
て

里
見
泰
穏

※
諸
法
は
四
縁
に
因
っ
て
生
ず
る
と
す
る
因
果
論
、
「
縁
起

を
観
察
す
る
章
」
と
言
わ
れ
る
同
品
の
訳
語
、
特
に
「
果
」

に
相
当
す
る
語
に
つ
い
て
論
じ
、
羅
什
の
識
訳
上
に
お
け

る
態
度
に
及
ん
だ
。

◎
日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会

六
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
五
十
四
年
度

の
日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会
が
、
愛
知
学
院
大
学
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
加
盟
の
各
大
学
か
ら
三
十
二
名
の
代
表
研
究
発
表
者
が

二
部
会
に
分
れ
て
、
学
術
研
究
の
発
表
を
行
っ
た
。

今
回
の
共
通
研
究
課
題
は
、
「
仏
教
に
お
け
る
修
行
と
そ
の
理

論
的
根
拠
」
で
あ
り
、
木
学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
、
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。
法
華
経
の
如
説
修
行
と
日
蓮
中
條
暁
秀

◎
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
大
会

九
月
十
一
日
十
二
日
の
二
日
間
、
立
正
大
学
を
会
場
に
し
て
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
第
三
○
回
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

年
を
追
っ
て
盛
会
と
な
る
こ
の
学
会
も
、
今
回
は
十
三
の
部
会
に

分
れ
て
、
研
究
発
表
者
だ
け
で
も
四
五
○
人
を
こ
え
る
と
い
う
大

会
と
な
っ
た
。

本
学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
Ｊ

天
台
智
韻
の
仏
性
説
若
杉
見
竜
”

身
延
山
久
遠
寺
の
木
末
に
つ
い
て
林
是
晋
く

尚
、
本
学
出
身
の
有
賀
要
延
師
が
、
「
細
字
法
華
経
の
諸
問
題
」

口
（
「
独
」
字
に
つ
い
て
）
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

◎
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
三
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
身
延
山
短
期
大

学
を
会
場
と
し
て
、
十
月
廿
五
日
・
廿
六
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

左
記
の
次
第
お
よ
び
研
究
発
表
者
と
論
題
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

十
月
廿
五
日

一
、
開
会
式
司
会
町
田
是
正

一
、
開
会
の
辞
里
見
泰
穏



一
、
法
味
言
上

一
、
挨
拶

一
、
挨
拶

一
、
挨
拶

一
、
研
究
発
表

４
Ｊ
ル

ー

と

蓮宗教学研究発表

導
師

；。

噂 宮風岩岩

崎間間間

英円湛湛

修静良良

三
祖
菩
薩
号
を
め
ぐ
っ
て
糸
久
宝
賢

「
本
未
有
善
」
に
つ
い
て
高
橋
俊
隆

日
蓮
聖
人
の
罪
意
識
の
一
考
察
倉
橋
観
隆

人
類
普
遍
性
と
し
て
の
唱
題
行
山
口
晃
一

一
念
三
千
の
探
求
沖
原
成
行

常
楽
経
師
門
流
伝
記
の
考
察
中
村
孝
也

現
代
宗
学
へ
の
自
己
批
判
安
永
弁
哲

久
遠
釈
尊
の
因
行
果
徳
に
つ
い
て
庵
谷
行
亨

法
界
三
段
と
伝
法
本
尊
と
の
相
関
に
つ
い
て

早
瀬
公
人

法
華
玄
義
の
原
初
型
態
の
一
考
察
若
杉
見
龍

日
蓮
聖
人
遺
文
引
用
説
話
の
一
考
察
Ｉ
安
心
の
側
面
よ
り
ｌ

西
片
元
證

十
重
顕
本
に
つ
い
て
ｌ
慶
林
隆
師
の
所
説
を
中
心
と
し
て
ｌ

芹
沢
一
男

常
不
軽
品
の
解
釈
に
つ
い
て
小
野
文
晄

成
仏
に
つ
い
て
奥
野
本
洋

十
界
構
造
論
’
四
面
の
構
造
Ｉ
服
部
即
明

法
華
経
に
お
け
る
地
涌
菩
薩
の
戯
曲
的
表
現
と
仏
教
思
想
史
的

意
義
（
そ
の
二
）
林
円
修

身
延
山
と
妙
伝
寺
林
是
晋
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宗
祖
と
得
一
中
条
暁
秀

法
華
経
の
諸
問
題
Ｉ
五
千
起
去
と
提
婆
達
多
と
多
宝
仏
本
地
と

の
関
係
Ｉ
矢
谷
恵
法

寿
量
顕
本
論
Ｉ
五
百
塵
点
劫
の
解
釈
を
め
く
っ
て
ｌ

北
川
前
肇

警
嶮
品
偏
「
既
蛇
」
等
の
読
み
に
つ
い
て
有
賀
要
延

誓
願
に
つ
い
て

町
田
是
正

法
華
経
の
風
土
高
橋
堯
昭

唱
題
成
仏
に
関
す
る
通
文
の
説
示
渡
辺
宝
陽

十
月
廿
六
日

一
、
研
究
発

表
広
蔵
日
辰
の
読
講
論
井
上
博
文

日
蓮
教
学
と
本
覚
思
想
伊
藤
慎
一

拐
伽
経
に
お
け
る
訳
経
史
上
の
一
問
題
点
清
水
要
晃

四
沙
門
果
説
の
展
開
に
つ
い
て
三
友
健
容

葬
式
仏
教
、
祈
祷
仏
教
中
里
悠
光

北
海
道
身
延
別
院
創
設
に
つ
い
て
北
村
聡

台
湾
の
仏
教
に
お
け
る
今
昔

岡
田
栄
照

妙
実
大
覚
大
僧
正
の
事
跡
に
つ
い
て
中
村
文
三

曽
我
量
深
著
『
日
蓮
論
』
に
対
す
る
一
考
察

小
野
兼
弘

吉
田
松
陰
と
日
蓮
聖
人
石
川
康

身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵
の
絵
画
に
つ
い
て坂
輪
宣

法
華
経
の
世
界
観
河
村
孝

身
延
山
に
お
け
る
宗
祖
の
本
尊
勧
請
様
式
に
つ
い
て
上
田
本

一
、
閉
会
の
辞
宮
崎
英

◎
昭
和
五
十
四
年
度
大
学
卒
業
論
文
論
題
・
氏
名

１
立
正
安
国
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
石
川

２
元
憲
と
日
蓮
聖
人
江
島
健

３
不
受
不
施
に
つ
い
て
の
一
考
察
太
田
健

４
日
蓮
宗
に
於
け
る
成
仏
論
川
岸
広

５
摂
受
折
伏
に
つ
い
て
の
一
考
察
駒
林
利

６
日
蓮
聖
人
の
戒
律
観
鈴
木
連

７
日
蓮
聖
人
の
報
恩
ｌ
特
に
父
母
の
恩
を
中
心
と
し
て
ｌ

武
川
恭

８
日
蓮
聖
人
の
法
然
批
判
の
一
考
察
竹
田
一

９
心
性
院
日
遠
上
人
に
つ
い
て
浜
厳

加
日
蓮
聖
人
の
三
秘
五
綱
に
つ
い
て
の
一
考
察望
月
健

、
宗
祖
の
「
法
華
経
の
行
者
」
観
守
本
崇

照敬 明修昌生泰治治介聡丈信一覚次
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◎
同
窓
会
全
国
総
会
開
催

三
年
に
一
度
の
身
延
山
学
園
同
窓
会
総
会
が
、
十
一
月
二
十
四

日
（
水
）
、
身
延
山
学
園
で
行
な
わ
れ
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
午

前
十
時
よ
り
山
梨
県
支
部
総
会
が
あ
り
、
昼
食
の
後
、
物
故
者

追
悼
法
要
が
久
遠
寺
の
仏
殿
に
て
厳
修
さ
れ
た
。
引
続
き
二
時
よ

り
、
大
学
大
教
室
に
お
い
て
、
総
会
に
移
っ
た
。
長
谷
川
寛
慶
幹

事
長
・
上
田
本
昌
副
幹
事
長
の
両
名
の
司
会
の
も
と
で
、
先
づ
松

井
大
周
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、
灘
上
恵
教
会
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
本
山
代
表
秋
山
智
孝
庶
務
部
長
と
、
里
見
泰
穏
学
頭

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
永
年
勤
統
教
員
表
彰
が
あ
っ
た
。
三

十
年
勤
続
に
は
、
秋
山
智
孝
、
堀
一
勇
、
長
谷
川
寛
慶
の
各
師
が

1615 1413 12

宗
祖
の
出
家
の
意
義
と
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

山
田
覚

日
蓮
聖
人
の
守
護
神
観
湯
垣
行

日
遮
聖
人
の
身
延
入
山
に
つ
い
て
の
一
考
察吉
森
善

日
蓮
聖
人
の
宗
旨
に
つ
い
て
森
永
憲

日
運
聖
人
の
国
家
諫
暁
に
つ
い
て
北
川

学
園
だ
よ
り

子章夫 順一

薗蚕鼠冒腎層雪諏霞 又
二
十
年
勤
統
に
は
、
望
月
海
淑
、
大
森
孝
の
各
師
が
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
小
崎
龍
雄
座
長
の
も
と
、
識
事
が
進
め
ら
れ
、
庶
務

報
告
（
上
川
紳
事
）
会
計
報
告
（
町
田
幹
事
）
、
監
査
報
告
、

）
、
監
査
報
告
、

蛍

任
期
満
了
に
と
も

な
う
役
員
改
選
、

其
の
他
、
会
則
変

更
等
が
話
し
合
わ

れ
た
。
役
員
に
つ

い
て
は
、
灘
上
会

長
を
始
め
、
再
選

と
決
っ
た
。
叉
、

身
延
山
短
大
（
三

年
制
）
を
四
年
制

大
学
に
昇
格
さ
せ

よ
う
と
い
う
件
が

前
回
の
総
会
に
引

続
き
提
案
さ
れ
、

熱
心
な
議
論
が
つ

づ
け
ら
れ
た
。
前

向
き
の
姿
勢
で
、
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妓
後
に
、
常
任
理
事
の
岩
田
日
成
師
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
総

会
は
終
わ
っ
た
が
、
引
統
い
て
里
見
学
頭
、
林
教
授
の
古
稀
記
念

お
祝
い
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
別
室
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
学
校

教
職
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
同
窓
生
で
う
ま
っ
た
。
同
窓
会
の
池

原
錬
昌
幹
事
が
司
会
を
つ
と
め
、
同
窓
会
長
灘
上
師
、
本
山
代
表

秋
山
師
、
学
校
代
表
長
谷
川
師
の
祝
詞
の
後
、
記
念
品
が
両
先
生

に
、
又
花
束
が
両
先
生
の
夫
人
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。
和
身
会

々
長
深
沢
義
雅
師
の
乾
杯
に
よ
り
祝
賀
会
は
盛
り
上
っ
た
。
又
町

田
教
授
よ
り
、
両
教
授
の
履
歴
が
紹
介
さ
れ
同
級
生
の
新
川
日
見

師
よ
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
が
披
露
さ
れ
た
。
話
も
尽
き
な
か
っ
た

が
、
身
延
山
一
老
職
池
上
要
輝
師
親
会
々
長
の
閉
会
の
辞
で
会
は

終
了
し
た
。
こ
の
あ
と
大
善
坊
に
お
い
て
、
和
身
会
が
開
か
れ
夜

が
ふ
け
る
迄
昔
話
に
花
を
さ
か
せ
た
。
（
詳
細
は
「
同
窓
会
々
報
」

を
参
脳
さ
れ
た
い
。
）

更
に
推
進
し
て
行
く
事
に
な
っ
た
。

◎
本
誌
は
「
会
員
制
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
号
は
記

念
号
に
つ
き
五
千
円
で
す
。
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
利

用
の
上
、
ご
送
金
願
い
ま
す
。

◎
お
知
り
合
い
の
方
左
の
中
で
、
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
ぜ
ひ
御
入
会
下
さ
る
よ
う
お
勧
め
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

｜
お◇

願◇

い◇

’

(38I)


